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　私たちが暮らす伊方町は、四国の最西端、佐田岬半島に位置し、南の宇和海側はなだらかな白

砂の連なる海岸、北の瀬戸内海側はリアス式海岸を形成しています。温暖な海洋性気候が育んだ美

しい自然の中に人々の暮らしが息づいています。温かい人情にあふれたこの故郷を受け継ぎ・育み

明日へ伝えるために私たちは、一人ひとりが、活力とうるおいに満ちたまちづくりにつとめています。

　今日、社会経済情勢はめまぐるしく変化し、地方自治体を取り巻く環境は一段と深刻化し、その課

題対策に早急に取り組む必要がございます。平成１７年４月１日に伊方町、瀬戸町及び三崎町の３町

が合併し、町総合計画基本構想で掲げた将来像「よろこびの風薫るまち伊方」の実現をめざし、まち

づくりに努めてまいりました。

　後期基本計画策定にあたり、町政を進めるうえで「第１次産業の活性化と少子高齢対策の充実」

を最重要課題と定め様々な施策に取り組んでまいります。

　この総合計画は、町民一人ひとりのまちづくりに対する熱い想いに応え、まちづくりの３つの要素で

ある協働・共生・個性をキーワードに、これからのまちづくりの指標として策定いたしました。

　地方分権時代といわれる今日、本町をはじめ地方自治体の行財政運営は岐路に立っています。国

や県から町に対する権限移譲と財源移譲が進められており、町では基礎的自治体としての責務を果た

しうるための行政機能と財政力を備えた強固な基盤づくりが急務となっています。

　このような社会情勢に対応したうえで、この計画を実効あるものとして推進していくためには、行財

政改革の実行が不可欠であります。

　町民の皆様一人ひとりのご理解とご協力をいただきまして、着実に計画を実現していくことにより、こ

の町に生まれ育ち、住んで良かったと思えるふるさとの未来の創造に努めて参りますので、よろしくお

願い申し上げます。

　最後に、この計画を策定するにあたりましてご協力をいただきました皆様方に心から感謝し、ここ

に厚くお礼申し上げます。

平成22年12月

伊方町長　山下和彦

ご　挨　拶
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